
花
が
出
れ
ば
（
＋
）
側
は
Ｏ
Ｋ
で
す
。
こ
れ
を

コ
イ
ル
に
元
通
り
に
付
け
て
、
次
に
（
－
）
側

（
純
正
は
青
色
）、
つ
ま
り
ポ
イ
ン
ト
に
向
か
っ

て
い
る
配
線
を
コ
イ
ル
か
ら
外
し
て
、
適
当
な

配
線
を
②
の
よ
う
に
付
け
て
キ
ー
を
Ｏ
Ｎ
に
し
、

こ
の
線
の
一
方
の
端
を
金
属
部
分
に
パ
シ
パ
シ

と
接
触
さ
せ
ま
す
。
こ
こ
で
プ
ラ
グ
に
火
が
飛

べ
ば
、
イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
コ
イ
ル
は
ま
ず
Ｏ
Ｋ

で
す
。
逆
に
、
火
が
出
な
け
れ
ば
「
コ
イ
ル
不

良
」
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
は
ス
ペ
ア

の
コ
イ
ル
が
な
け
れ
ば
ア
ウ
ト
で
す
。

ダ
イ
ナ
Ｓ
を
使
っ
て
い
る
時
は
、
以
上
の
方

法
で
プ
ラ
グ
に
火
が
出
る
場
合
、
つ
ま
り
コ
イ

ル
が
Ｏ
Ｋ
の
場
合
は
、
ダ
イ
ナ
Ｓ
本
体
の
不
良

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
点
火
、
ま
た
は
ダ

イ
ナ
Ｓ
を
使
っ
て
い
る
マ
シ
ン
に
は
、
コ
イ
ル

は
５
Ω
（
オ
ー
ム
）
を
使
い
ま
す
。
ノ
ー
マ
ル

な
ど
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
イ
グ
ナ
イ
タ
ー
（
フ

ル
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
点
火
）
は
３
Ω
を
使
い
ま
す
。

「
後
悔
し
な
い
ね
？
」
そ
う
言
う
と
Ｔ
（
★
１
）

は
、
猛
り
狂
っ
た
イ
チ
モ
ツ
を
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド

ル
の
中
に
突
っ
込
ん
だ
。
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イ
ン
ト
の
ヒ
ー
ル
が
カ
ム
の
山
の
一
番
高
い
と

こ
ろ
に
乗
っ
て
開
い
た
状
態
に
し
ま
す
（
図

４
）。

（
２
）
次
に
キ
ー
を
Ｏ
Ｎ
に
し
て
、
き
れ
い
な

マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
を
図
４
の
よ
う
に
当
て

て
す
ば
や
く
離
し
ま
す
。

こ
の
時
、
ポ
イ
ン
ト
に
パ
シ
パ
シ
と
火
花
が

飛
ん
で
同
時
に
プ
ラ
グ
に
火
が
飛
べ
ば
、
ほ
と

ん
ど
が
「
ポ
イ
ン
ト
面
の
汚
れ
」、
ま
た
は

「
ポ
イ
ン
ト
面
の
荒
れ
」
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
面
の
お
手
当
は
ポ
イ
ン
ト
ヤ
ス
リ

が
あ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
な
け
れ
ば
３
０
０

番
程
度
の
紙
ヤ
ス
リ
を
細
く
切
っ
て
二
つ
折
り

に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
も
な
い
出
先
で
は
、
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
で
箱
マ
ッ
チ
を
買
っ
て
ス
リ
板
を

バ
ラ
し
、
ポ
イ
ン
ト
面
に
差
し
込
ん
で
ゴ
シ
ゴ

シ
と
ヤ
ス
リ
ま
す
。

面
が
平
た
く
な
っ
た
ら
、
燃
料
用
ア
ル
コ
ー

ル
（
メ
タ
ノ
ー
ル
）
と
き
れ
い
な
ウ
エ
ス
で
、

ポ
イ
ン
ト
面
の
油
汚
れ
を
落
と
し
ま
す
。
メ
タ

ノ
ー
ル
が
手
に
入
ら
な
い
出
先
な
ど
で
は
、
き

れ
い
な
ウ
エ
ス
、
バ
ン
ダ
ナ
や
名
刺
、
ハ
ガ
キ

な
ど
を
差
し
込
ん
で
、
よ
ー
く
油
汚
れ
を
落
と

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
ポ
イ
ン
ト
ギ
ャ
ッ
プ
を
、
ポ
イ
ン
ト

が
カ
ム
山
に
乗
っ
て
開
い
た
状
態
で
0.5
㎜
に
な

る
よ
う
に
、
ポ
イ
ン
ト
プ
レ
ー
ト
の
ネ
ジ
を
緩

め
て
調
整
し
ま
す
。
シ
ッ
ク
ネ
ス
ゲ
ー
ジ
が
な

い
時
は
、
最
近
の
名
刺
を
二
つ
折
り
に
す
る
と

約
0.5
㎜
弱
に
な
り
ま
す
か
ら
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
よ
り
広
過
ぎ
て
も
狭
過
ぎ
て
も
Ｎ

Ｇ
で
す
。
こ
れ
で
火
花
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も
火

が
出
な
け
れ
ば
プ
ラ
グ
コ
ー
ド
不
良
の
可
能
性

も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
プ
ラ
グ
コ
ー
ド
が
前
後

同
時
に
イ
カ
レ
る
こ
と
は
か
な
り
考
え
に
く
い

こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
次
に
コ
イ
ル
の
チ
ェ
ッ

ク
を
し
ま
す
。

図
５
の
①
の
配
線
を
外
し
て
（
純
正
は
白
色
）

金
属
部
分
に
パ
シ
パ
シ
と
当
て
て
、
こ
こ
に
火

ポイントとカムの接点であるヒールをカムの山の一番
高いところに乗せて、ポイント面（接点）のギャップ
が0.5ミリになるように調整する。これがポイントギャ
ップの正規の状態。この状態において、接点をドライ
バーでカチコチやって接点とプラグから火花が出れば、
エンジンのかからない原因は「接点の汚れ」、もしくは
「接点の荒れ」が考えられる。また、火花がまったく出
ない場合には「コイルの不良」が考えられる。

ポイントの接点は開閉を繰り
返すうちに白く焼けたり、ひ
どい場合は欠けたりすること
もある。接点が焼けた場合は
300番程度のペーパーで磨き
きれいな状態にする（上下の
接点の面が平行になるよう
に）。この他にもヒール部分
が摩耗していないか、支点
（可動部分）にガタがないか
もチェック。摩耗やガタがひ
どい場合は新品に交換するの
がベスト。

ペーパーを動かす方向

ポイントの点検

コイルのチェック
ポイントの調整配線①（電源側）を外して金属部

分にパシパシと当て、火花が出な
いと（＋）側がダメ。配線②（ポ
イント側）を外して配線の切れ端
をつなぐ。これで火花が出なけれ
ばコイルまで電気が来ていない。
この場合にはコイルの交換となる。

イグニッションコイルには３Ω、５Ωなど抵
抗値に種類がある。使っている点火システム
により変える必要がある。また、プラグコー
ドの端子が緩くなっていると走行中に抜ける
ことがあるので、タイラップで固定すると良い。

ポイントを固定してい
るマイナスネジを若干
緩め、ポイントの左側
にある窪みとプレート
の凸部分にドライバー
を当て、テコの原理で
ポイントを動かす。ゲ
ージを使い接点間を約
0.5ミリに合わせる。

ギャップ調整を終えた
ら、マイナスネジを締
めてポイントを固定す
る。このネジを紛失し
て代わりに長いサイズ
のネジを使う場合は、
そのままではプレート
の裏にあるガバナーに
干渉するので、プレー
トから出過ぎないよう
に短くカットすること。

ポイントの接点のギャ
ップは、ポイントカム
の２つの山（幅の広い
方と狭い方）にそれぞ
れポイントのヒールが
乗った時に同じ数値に
ならなければいけない。
違いがあればポイント
カムの摩耗、カムの軸
となるガバナーのガタ、
プレートの歪みが考え
られる。

図4

図5


